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【削減状況の自己評価】

計画期間：

・生産計画を集約することで、工程一斉停止や夜間クリーンルームの風量低減を実施、また高効率ト
ランス、エアーコンプレッサー、ＬＥＤ照明器具など、高効率機器へ更新をを行い計画通り電力削減
が出来ている。
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業種名：

半導体､電子部品､電気電子機械器具及びその応用製品の開発･設計･製造・販売

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

シャープタカヤ電子工業株式会社(本社） 岡山県浅口郡里庄町里見3121-1

シャープタカヤ電子工業株式会社
719-0301

岡山県浅口郡里庄町里見3121-1

施設部　施設課
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19,408

① シャープタカヤ電子工業株式会社(本社）

② シャープタカヤ電子工業株式会社（開発技術センター） 岡山県小田郡矢掛町東三成805-1
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

（28年度実施分）

・夜間クリーンルームの風量ダウンによる電力削減

・生産計画の調整集約により工程一斉停止の実施

・ＬＥＤ照明器具へ更新(屋外灯含む63台更新）

・配電トランスを高効率タイプに更新（2棟電気室、1台）

・居室、休憩室の省エネパトロール（1回/日）

・エアーコンプレッサーの更新（PA-41）

・エアコンの更新（5台）

（今後実施予定分）

・夜間クリーンルームの風量ダウンによる電力削減（継続実施）

・生産計画の調整集約により工程一斉停止の実施（継続実施）

・照明器具をLED照明器具に更新

・コンプレッサーの更新（PA-7）

・配電トランスを高効率タイプに更新（2棟電気室）

・エアコンの更新（3台）

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】
2016年度スマート通勤おかやまに参加し、期間中415㎏-CO２の削減

・省エネ法に基づく管理統括者を中心としたエネルギー管理体制を整備。
・ISO14001の管理体制のもと、省エネ活動を推進。

　 無
県内で
の取組

実施した措置及び今後の取組の内容

その他

その他

県内で
の取組

・開発技術センターに太陽光発電(48.5kW)を設置。（2014年6月より運用開始）
・本社工場に太陽光発電(49.2kW)を設置。（2015年5月より運用開始）

【推進体制】

有　

本社工場

工場等の名称

　 無

　 無


